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☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

　明治３３（１９００）年、北海道一級町村制施行に
伴い郡内１１町村を合併して余市町が誕生しました。
余市郡の戸長だった西

に し だ

田菊
き く ま

馬さんは、町の範囲に大川
町の一部と山道村の一部（現在の豊丘町）を加えたい
と考えました。山道村はその頃、大江村に属していま
した。
　こんな話「その２２９ 山道と桐ケ谷峠」で紹介し
ましたが、豊丘町と仁木町旭台を結ぶ桐谷峠は、余市
町から仁木町経由で岩内町へ向かう道行きの古くから
の要所でした。この桐谷峠を含む山道村は、明治３５
年に大江村大字山道村となり、大字山道村は字砥の川、
字然別、字上山道、字下山道で構成されていました。
　大江村（現在の仁木町）は、明治１７年、仁木外二
村戸長役場の行政下で発展してきました。その後、明
治３５年になって仁木村、大江村、山道村が合併して、
二級町村制の大江村となった時にその名称が決まりま
した。大江地区に入植した長州藩毛利家の先祖にあた
る大

おおえのひろもと

江広元にちなんだものでした。
　明治４０年、下山道地区出身の宮本村議が、地域か
らの分離要望の声を村会（議会）へ届けました。　　
　大江村の大野村長（当時）や関係者は、下山道地区
を含めたかたちで一級町村になることを希望していた
ので、分離の要望には大いに困りました。
　明治４２年５月、下山道村の宮本さん他９１名が連
署して北海道庁長官あてに「町村分合之申請」という
要望書を提出します。
　内容は沢町に隣接した下山道地区の規模は戸数９１
戸、人口５２９人であること。大字山道村は上山道、
中山道、下山道に分かれているが、このうち下山道地
区は沢町方面へ向かおうとすると平坦で人馬の通行が
楽なこと、逆に大江村に向おうとすると距離的には近
いものの、「草分道路」で、山越えの道が厳しいこと。
積雪の時期も含めて、１年の２／３の期間は用をなさ
ないことを訴えています。
　また、誰かが亡くなった時、死亡診断書は余市の医
者から、埋葬許可証や死亡届は大江村の役場からとら

ねばならない不便さや、地域の子どもの通学先や郵便
など生活の様々な面で困っていることを伝えていま
す。
　明治末から大正にかけて、何人かの大江村長さんが
代々かわりましたが、この問題はそのまま引き継がれ
ていきました。
　大正１２（１９２３）年１０月の村議会に「下山道
部落境界変更」についての議題が提出され、下山道地
区の余市町への編入を認めるならば、余市町の赤井川
道路付近を大江村に編入することを同時に実現するこ
とが答申（調査・審議の結果の報告・回答）されました。
　翌１３年３月には、これを伝え聞いた下山道地区の
代表が、答申内容の緩和（変更）を要望します。　
　同年３月１５日に始まった議会には、下山道地区の
住民が大勢詰めかけ、議場の空気は緊張したそうです。
　編入についての議論は休憩をはさみながら続き、そ
の結果、村会としては村区域の縮小と戸数の減につな
がることは大変遺憾とするものの、大正１４年４月１
日からの編入が満場一致で決まりました。
　大江村長から余市町長への引継書が同日付で作成さ
れました。地区の戸数は９８戸、人口５１９人、引き
継がれた土地や建物は下山道小学校、墓地、火葬場な
どで、書類は戸籍や印鑑に関するもの、牛籍や馬籍（牛
馬の血統や個体情報）、種痘（天然痘のワクチン接種）
に関する書類などもありました。

　余市町の埋もれた歴史等を紹介し、改めて余市町を再認識するコーナーです。

～その259～『下山道』

▲ 写真 町村分合ニ関スル書類　
（明治４２年（『郷土史』）

　渦巻文様（モレウ）やトゲ文様（アイウシ）を組み合わせたアイヌ文様は、各地域で親から子に受け継がれ
魔除けとして衣装をはじめ色々な日用品に施されました。
　今回のモイレカレッジでは、チンヂリと呼ばれるチェーンステッチで行う
アイヌ刺しゅうを体験し、オリジナルの布製コースターを作ります！
日　時：３月２８日（土）９：３０～１１：３０
場　所：中央公民館３階　３０１号室
定　員：１５名　　　参加料：無料
申込期間：３月２日（月）～１９日（木）

博 物 館 文 化 財 ニ ュ ー ス
※１２月１６日から冬期休館中
問合せ　博物館　☎２２－６１８７

○モイレカレッジ「アイヌ刺しゅうをしてみよう！」を開催します！！


